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よって、朝鮮は日本の完全な植民地となり朝鮮総督府は「武断政治」を行 た。日本人教員がサーベルをさげ軍服姿で授業をしたはこの時期であるが 学校で 徒手体操と野球しか許さず財政難理由に運動会は禁止され　
朝鮮の民衆が独立を要求して全












師範学校（後の教員大学）に体育科が設けられ、一九四八年には新義州教員大 と海州教員大学にも体育科が設置されて体育指導教員の養成が始まった。しかし、一九五〇年に勃発した朝鮮戦争は、解放後ようやく発展しはじめた朝鮮のスポーツを根底から破壊した。戦争が終わった時、全国土 廃墟と化した朝鮮で、スポーツはそれこそゼロから出発しなければななかった。さらに、当時、スポーツの分野では「朝鮮人の体格では西洋人にとうてい勝てない」とか「先進国のスポーツ技術は高くわれわれは劣っている」といった風潮があった。こ ため朝鮮の具体的な実情や条件をかえりみず、無批判的に先進国スポーツの模倣をする傾向があら ていた。　
朝鮮戦争後、経済の復興に並行
して、体育施設も新設され、大衆体育の普及、体育選手の育成が進められた。それととと 、朝鮮人の身 的条件や機能など 細密に分析されて朝鮮人の特性 実情に適したチュチェ（主体）のスポーツが確立 いった。一九五四年春には戦後初の中央体育大会が開かれた。六月に内閣直属の体育指導委員会が組織され、一九
五五年には各職場、学校、都市、農村で体育団が組織された。一九五八年に各地 青少年スポーツ学校が設置され、ピョンヤン師範大学体育学部と新義州教員大学体育学科を統合してピョンヤン体育大学（後に、朝鮮体育大学に改称）が設立された。一九五九年には、各道に短期体育幹部養成所が設けられるとともに、ピョンヤンに体育科学研究所と中央体育医療所が設置され、国家総合体育団が発足した。●世界の舞台で活躍　
スポーツは本来インターナショ






女子四〇〇 ートル 走で五一秒四を、八〇〇メート は史上初めて二分台を切る一分五二秒一の驚くべき世界新記録をたて、新興国朝鮮のスポーツの力を示した。　
辛金丹選手はもともと煕川工作






























は、統一チームの結成を喜ぶ一方で不安も大きかった。 「練習方法や生活も違う南北チームがうまく溶け合い、成果をあげられるだろうか……。 」しかしそれはとりこし苦労だった。私 時々練習を覗いたが、統一チームの和気藹々とした雰囲気は自信に満ちた頼もしいものであった。　
決勝の相手となった中国女子
チームは、一六年間 不敗を誇ってきた「世界卓球の女王」であるいよいよ決勝をきめるシングル戦には北の兪順福選手が出場した。白熱した試合はついに二〇対一九






















とのスポーツ交流が非常に盛んに行われた時期でもあった。ボ ト、カヌー、クロスカントリー、駅伝など多彩な種目で活発な 行われ、多い時には年間二二〇余名の朝鮮選手が来日し 。
　
スポーツ分野で朝・日の交流が
始まるのは一九七一年、故山口久太氏を団長とする体育代表団が朝鮮側の招待を受けてピョンヤンを訪問したときからであ 。せっかく盛んになったスポーツ交流が近年、断絶状態になっているのはまことに残念なことであるが、幸い二〇一二年から松浪健四郎理事長（元衆院議員）を団長とする日本体育大学チームが二年連続ピョンヤンを訪れ市民の大歓迎を受け 。初めて朝鮮を訪れた学生たちは日本のマスコミが伝える朝鮮と自分の目でみる現実があまりにも違うのに驚くとともに「朝鮮をもっと知りたい」 「また行きたい」と率直な感想を べてい 。スポーツ交流の気運が再び高まって のは喜ばしいことである。　「スポーツは万国共通の言語」ともいわれる。朝・日間の相互理解を深めるためにもスポーツ交流が速やかに回復す ことが望まれる。　金正恩第一書記は人民生活の向
上、経済建設とともにスポーツにおいても世界のトップレベルに到達するべきであると強調し 。スポーツの振興にひき続き国家的な力が向けられ、二〇一四年には東海側の馬息嶺に国際的なスキー場、
ピョンヤン市内に大遊泳場と郊外の美林に乗馬クラブが新たに開かれた。地方都市でもこれにならってスポーツ施設の建設が活発に進められている。また、二〇一三年のソウルでの東アジア女子サッカー競技大会、二〇一四年 仁川の第一七回アジア競技大会にも参加するなど、南北対立にもスポーツ交流で風穴を開ける努力は続けられている。　
一方で、朝鮮のスポーツにとっ
て困難な状況は今日もなお続いいる。一九五三年に停戦協定が結ばれたが、停戦協定は一時的な「撃ち方止め」であり、アメリカとの緊迫し 状態が続いている。一九五〇年以来アメリカは朝鮮対する経済制裁を続けており、スポーツ機材の輸入までさまざま規制を受けている。朝鮮とカとの間に平和協定が締結され、朝鮮半島における緊張状態が緩和し平和が訪れれば、朝鮮 スポーツはアジアの国々、世界の人々との親善交流にさらに多くの寄与をすることができると思う。（ぺく
　
じょんおん
／在日本朝鮮人
体育連合会元会長）
15万人を収容する5月1日競技場（朝鮮通信社提供）
金日成競技場でのサッカー親善交流（右側が日本体育大学、
写真提供：日本体育大学）
